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【
葛
飾
・
書
記
・
沼
美
幸
通
信

員
】
1
月
9
日
、
葛
飾
支
部
は
テ

ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
で
新
春
の

つ
ど
い
を
開
催
。
来
賓
含
め
2
0

3
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

委
員
長
か
ら
始
ま
り
、
本
部
と

各
支
部
、
青
木
克
德
葛
飾
区
長
、

議
員
の
来
賓
か
ら
あ
い
さ
つ
を
も

ら
い
ま
し
た
。
葛
飾
区
長
の
あ
い

さ
つ
後
に
、
葛
飾
支
部
が
住
宅
デ

ー
な
ど
で
集
め
た
社
会
福
祉
募
金

を
贈
呈
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
よ

り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
員
か
ら
は
、
災
害
へ
の
備
え

と
復
興
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
な

か
で
も
、
東
京
都
と
国
が
初
め
て

災
害
対
策
を
話
し
合
う
こ
と
、
そ

の
発
表
が
10
日
に
あ
る
と
い
う
最

新
の
動
向
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

沖
縄
民
謡
を
歌
う
片
山
エ
リ
ー
さ

ん
。
沖
縄
の
陽
気
な
音
楽
に
合
わ

せ
、
手
拍
子
が
響
き
、
ハ
ン
カ
チ

を
振
る
な
ど
、
会
場
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。
来
賓
や
組
合
員

の
方
々
が
壇
上
に
上
が
り
、
一
緒

に
踊
っ
て
、
演
奏
は
終
わ
り
ま
し

た
。最

後
に
拡
大
の
年
間
目
標
、
年

間
実
増
を
達
成
し
た
分
会
を
表

彰
。
及
川
副
執
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
と
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
終
了

し
ま
し
た
。

【
村
山
大

和
・
書
記
・

青
木
美
樹
通

信
員
】
1
月

7
日
、
東
大

和
ハ
ミ
ン
グ

ホ
ー
ル
に
て

「
2
0
2
0

年
新
春
旗
び

ら
き
」
を
開

催
。
東
京
土

建
本
部
ほ
か

ブ
ロ
ッ
ク
各

支
部
や
国
会

議
員
、
都
議

会
議
員
、
市
議
会
議
員
、
共
闘
団

体
、
地
域
団
体
か
ら
多
く
の
来
賓

の
方
々
の
参
加
を
含
め
、
1
3
3

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

相
山
執
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

か
ら
始
ま
り
、来
賓
の
あ
い
さ
つ
、

鏡
開
き
に
続
い
て
、
余
興
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
組
合
員
の
知
り
合
い
の

方
に
沖
縄
の
音
楽
と
歌
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
が
音
楽
に

合
わ
せ
て
踊
る
な
ど
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
の
建
設
ジ

ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
受
賞
し
た
小

野
龍
一
さ
ん
と
第
35
回
全
建
総
連

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
に
て
銅

賞
を
獲
得
し
た
柴
田
輝
美
さ
ん
の

表
彰
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
分

会
ご
と
に
参
加
組
合
員
全
員
が
舞

台
へ
上
り
代
表
者
が
2
0
2
0
年

の
抱
負
や
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
は
宮
澤
副
執
行
委
員
長
の

掛
け
声
で
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

を
全
員
で
行
な
い
、
閉
会
し
ま
し

た
。

アトラクションでは来賓や組合の仲間が壇上
に上がり沖縄民謡で盛り上がった

心を一つに鏡開き

【
町
田
・

書
記
・
澤
海

比
可
瑠
通
信

員
】
町
田
支

部
は
、
1
月

10
日
に
ベ
ス

ト
ウ
ェ
ス
タ

ン
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
ホ
テ
ル

東
京
町
田

で
、
新
春
旗

開
き
を
開

催
。
1
3
9

人
（
来
賓
含

む
）
が
出
席

し
ま
し
た
。

尾
花
委
員
長
は
「
皆
さ
ん
の
奮

闘
に
よ
り
、
新
年
を
57
人
の
増
勢

で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
年

も
仲
間
の
力
を
結
集
し
、
大
い
に

組
織
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
来
賓
の

皆
様
よ
り
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
黒
木
副
委
員
長
の
乾
杯
の
音

頭
で
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。

美
味
し
い
料
理
と
お
酒
を
囲

み
、
来
賓
の
皆
様
と
も
交
流
が
深

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
恒
例
の
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
お

年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
懸
け
た
尾
花

委
員
長
と
の
真
剣
勝
負
に
、
組
合

員
も
来
賓
の
皆
様
も
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
青
年
部
、
シ
ニ
ア
友
の

会
、
さ
く
ら
会
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ

ー
三
唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

恒例のジャンケン大会

【
練
馬
・
書
記
・
奈
良
憲
成
通
信

員
】
1
月
9
日
、
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー

ル
で
練
馬
支
部「
新
春
旗
開
き
」を

開
催
、
2
8
1
人
の
参
加
で
新
年

の
幕
開
け
を
祝
い
、
2
0
2
0
年

の
運
動
の
前
進
を
誓
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
福
岡
忠
行
執
行
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
昨
年
は
支

部
結
成
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

「
ど
け
ん
ね
り
ま
フ
ェ
ス
タ
」
や

記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
無
事
執
り

行
な
う
こ
と
が
で
き
た
喜
び
と
感

謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
合
唱
団
「
コ
ス
モ
ス
」
の

合
唱
の
あ
と
、
こ
の
日
、
支
部
結

団
式
を
行
な
っ
た
「
首
都
圏
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
」
の
支
部
所
属

の
原
告
の
う
ち
16
人
が
タ
ス
キ
を

掛
け
て
登
壇
し
、
被
害
の
解
決
へ

連
帯
を
訴
え
ま
し
た
。

余
興
で
は
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
「
Ｇ
―
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｔ

ｓ
」
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
式
の

終
盤
で
は
昨
秋
の
建
設
技
能
五
輪

全
国
大
会
で
銅
賞
を
獲
得
し
た
青

年
部
の
小
坂
哲
平
さ
ん
に
支
部
か

ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
各
分
会
の
代
表
が
舞
台

に
登
壇
、
「
地
域
と
仲
間
の
つ
な

が
り
を
強
め
、
団
結
し
て
が
ん
ば

ろ
う
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
、
参
加

者
全
員
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

友好組合、国会から区議会議員
まで多くの来賓が参加

【
世
田
谷
・
書
記
・
橋

本
祐
典
記
】
世
田
谷
支
部

は
12
月
22
日
に
支
部
会
館

で
、
「
第
2
回
Ｄ
Ｉ
Ｙ
教

室
」を
開
催
。

イ
ベ
ン
ト
の

際
に
登
録
を

進
め
て
き
た

支
部
の
「
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
の

会
員
向
け
に
、
①
大
工
②

建
具
③
内
装
④
左
官
⑤
塗

装
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

大
工
で
は
カ
ン
ナ
削
り
を
岩
佐

副
委
員
長
が
担
当
。
参
加
者
を
熱

く
指
導
し
ま
し
た
。
塗
装
で
は
ガ

ラ
ス
塗
料
を
用
い
て
、
小
瓶
や
グ

ラ
ス
に
思
い
思
い
の
デ
ザ
イ
ン
を

塗
っ
た
り
す
る
作
業
に
集
中
し
て

時
間
が
か
か
る
方
が
続
出
。
建
具

は
年
末
と
い
う
事
も
あ
り
「
網
戸

の
張
替
え
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
内

装
は
シ
ー
ト
張
り
と
ク
ッ
シ
ョ
ン

フ
ロ
ア
の
張
り
方
を
体
験
。
左
官

で
は
、
木
枠
に
珪
藻
土
を
塗
る
作

業
を
、
コ
テ
に
珪
藻
土
を
の
せ
る

の
に
苦
労
し
な
が

ら
も
楽
し
ん
で
体

験
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
他
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ

教
室
で
は
教
わ
れ
な
い
内
容
で
充

実
し
て
い
ま
し
た
」
「
珪
藻
土
の

壁
塗
り
、
も
う
一
度
リ
ベ
ン
ジ
し

た
い
」
「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と

大
好
評
で
し
た
。

1
月
7
日
、
品
川
区
立
中
小
企

業
セ
ン
タ
ー
で
、
品
川
支
部
は
新

年
初
顔
合
わ
せ
を
行
な
い
、
組
合

員
、来
賓
98
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

小
林
書
記
長
の
司
会
で
進
行

し
、
冒
頭
、
支
部
を
代
表
し
野
村

委
員
長
は
、
昨
年
の
組
合
員
拡
大

が
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
こ
と
へ
の

反
省
を
述
べ
た
上
で
「
執
行
部
は

1
年
が
ん
ば
っ
て
い
く
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
で
語
り
ま
し
た
。

来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
「
区

の
住
宅
改
善
事
業
は
皆
さ
ん
の
ご

協
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
マ
チ

ケ
ン
の
活
動
も
区
民
か
ら
信
頼
を

得
て
い
る
。
今
後
も
可
能
な
限
り

の
予
算
を
確
保
し
て
活
動
を
支
援

し
て
い
き
た
い
」
（
品
川
区
・
中

村
都
市
環
境
部
長
）
「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
後
の
経
済
の
失
速
が
な
い
よ

う
に
進
め
て
い
く
」
（
公
明
党
・

伊
藤
興
一
都
議
）
な
ど
、
組
合
員

の
励
み
に
な
る
あ
い
さ
つ
が
続

き
、
終
始
和
や
か
に
初
顔
合
わ
せ

は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

小瓶やグラスをガラス塗料でデザイン

技能五輪銅賞獲得の報告を
する小坂哲平さん

求

人
沖
縄
民
謡
に
踊
り
出
す
仲
間
も

葛 飾

新
春
の
つ
ど
い
大
盛
況

２
回
目
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
教
室

世田谷

「
ま
た
参
加
し
た
い
」

５７人増勢でスタート
委員長と真剣ジャンケン

６０
周
年
迎
え
た
喜
び
と
感
謝

練馬

銅
賞
小
坂
さ
ん
に
花
束

町
田

２
０
２
０
年
も
前
進
を
目
指
し
て

２
０
２
０
年
も
前
進
を
目
指
し
て

各分会が決意述べ
小野さん柴田さんを表彰

区
か
ら
の
挨
拶
励
み
に

品川

和
や
か
初
顔
合
わ
せ

村
山
大
和


